
い
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が
み

奈
良
・石
神
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
高
市
郡
明
日
呑
村
飛
鳥

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
六
次
調
査
　
一
一〇
〇
三
年

（平
１５
）
七
月
１
二
〇
〇

四
年

一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
金
子
裕
之

５
　
遺
跡
の
種
類
　
宮
殿
関
連
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
飛
鳥
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

石
榊
遺
跡
で
は
、　
一
九
人

一
年
か
ら
の
継
続
調
査
に
よ
つ
て
、
主
と
し
て
、

Ａ
期

（七
世
紀
前
半
―
中
頃
。
三

小
期
に
区
分
）、
Ｂ
期

（七
世
紀

後
半
。
二
小
期
に
区
分
）、
Ｃ
期

（七
世
紀
末
）
の
遺
構
群
を
検

出
し
て
い
る
。
最
も
整
備
さ
れ

る
の
は
Ａ
３
期
で
、
斉
明
朝
の

公
的
饗
宴
施
設
と
し
て
使
用
さ

れ
た
が
、
Ｂ

。
Ｃ
期
に
は
官
行

的
な
様
相
を
呈
す
る
よ
う
に
な

る
。
今
回
報
告
す
る
第

一
六
次
調
査
区
は
、
木
簡
二
六
五
〇
点
が
出
土
し
た
第

一
五
次
調
査
区

（本
誌
第
二
六
号
）
の
す
ぐ
北
側
に
あ
た
り
、
石
榊
遺
跡
の
中

心
を
な
す
施
設
群
の
北
方
に
位
置
す
る
。
調
査
面
積
は
六
七
三
♂
で
あ
る
。

本
調
査
区
で
は
、
Ａ
期
に
は
全
域
に
沼
沢
地
Ｓ
Ｘ
四
〇
五
〇
が
広
が
っ
て
い

た
。
Ｂ
期
に
沼
沢
地
が
埋
め
ら
れ
、
南
北
素
掘
り
溝
Ｓ
Ｄ
四
〇
九
〇
、
本
来
そ

の
一
部
で
あ
っ
た
土
坑
Ｓ
Ｘ
四

一
一
三
、
南
北
石
組
溝
Ｓ
Ｄ
四

一
一
五
、
そ
の

東
側
石
に
接
す
る
石
敷
Ｓ
Ｘ
四

一
一
四
な
ど
が
設
け
ら
れ
た

（Ｂ
ｌ
期
と
す
る
）。

Ｃ
期
に
造
成
の
た
め

一
帯
は
再
度
整
地
さ
れ
る
が
、
そ
の
過
程
で
南
北
素
掘
り

溝
Ｓ
Ｄ
四

一
二

一
や
円
形
土
坑
Ｓ
Ｘ
四

一
三
二
が
掘
ら
れ
た

（Ｂ
２
期
と
す
る
）。

Ｃ
期
の
造
成
整
地
後
、
南
北
素
掘
り
溝
Ｓ
Ｄ
四

一
二
七
、
そ
れ
を
整
備
し
た
Ｓ

Ｄ

一
三
四
七
Ａ

・
Ｂ
、
石
敷
Ｓ
Ｘ
四
〇
人

一
。
四

一
二
四
が
造
ら
れ
た
。

今
回
出
土
し
た
木
簡
は
、
計
八
五
三
点

↑
つ
ち
削
婿
五
七
四
点
）
に
上
る
。

Ｂ
ｌ
期
で
は
、
Ｂ
期
の
造
成
整
地
土
か
ら
削
届
七

一
点
、
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
四
〇

九
〇
堆
積
土
か
ら

一
〇
七
点

今
つ
ち
削
暦
四
人
点
）、
同
埋
立
土
か
ら
四
点
、
土

坑
Ｓ
Ｘ
四

一
一
三
か
ら

一
四
点

命
つ
ち
削
婿
五
点
）
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｄ
四
〇
九

〇
は
、
第

一
五
次
調
査
で
検
出
し
た
北
流
す
る
南
北
溝
で
、
Ａ
期
沼
沢
地
の
埋

立
土
を
約
○

・
四
ｍ
掘
り
下
げ
、
東
岸
は
急
勾
配
で
直
線
的
、
西
岸
は
緩
傾
斜

で
蛇
行
す
る
。
幅
は

一
三
―

一
六
ｍ
で
、
調
査
区
北
部
で
西
側
に
広
が
る
。
底

に
は

一
部
に
礫
が
敷
か
れ
、
浚
諜
時
の
掘
り
残
し
と
み
ら
れ
る
砂
混
じ
り
粘
質

土
が
点
在
す
る
。
そ
の
後
、
均
質
な
暗
茶
灰
色
粘
土
が
約
○

・
二
ｍ
堆
積
し
、

東
南
部
で
は
そ
の
上
層
に
木
届
溜
ま
り
が
あ
る
。
木
簡
は
各
層
に
含
ま
れ
て
い

(吉野山)
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た
が
、
特
に
暗
茶
灰
色
粘
土

。
木
婿
溜
ま
り
層
に
多
か
っ
た
。
Ｓ
Ｘ
四

一
一
三

は
直
径
約
四
ｍ
の
円
形
土
坑
で
、
Ｓ
Ｄ
四
〇
九
〇
の
西
辺
に
あ
た
る
。

Ｂ
２
期
で
は
、
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
四

一
二

一
か
ら
三
人
五
点

ぐ
つ
ち
削
婿
三
〓
二

点
）、
そ
の
上
を
広
く
覆
う
木
暦
層
か
ら

一
一
五
点

今
つ
ち
削
暦
七
五
点
）、
土
坑

Ｓ
Ｘ
四

一
三
二
か
ら
五

一
点

ぐ
つ
ち
削
暦
三
一
言
ｏ
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｄ
四

一
二

一

は
、
幅
約
二
ｍ
深
さ
○

。
一
―
○

。
二
ｍ
の
素
掘
り
溝
で
、
石
敷
Ｓ
Ｘ
四

一
一

四
以
南
に
は
な
い
。
木
暦
層
は
、
調
査
区
の
西
辺
で
Ｓ
Ｄ
四

一
二

一
を
覆
い
、

さ
ら
に
広
範
囲
に
及
ぶ
も
の
。
Ｓ
Ｄ
四

一
二

一
に
は
流
水
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

た
砂
層
が
な
い
た
め
、
Ｃ
期

へ
の
造
成
工
事
の
際
に
掘
ら
れ
た
排
水
用
の
溝
が

埋
ま
っ
た
後
、
そ
の
上
に
広
範
に
木
届
を
廃
棄
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｘ

四

一
三
二
は
直
径
約
四
ｍ
深
さ
約
○

。
一
ｍ
の
円
形
土
坑
で
、
前
述
の
木
暦
層

よ
り
新
し
い
。
こ
れ
ら
は
、
Ｃ
期
造
成
整
地
土
出
土
の
木
簡

一
七
点
と
合
わ
せ
、

Ｂ
期
廃
絶
か
ら
Ｃ
期
造
成
に
至
る
工
事
の
過
程
で
投
棄
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

Ｃ
期
で
は
、
南
北
溝
Ｓ
Ｄ

一
三
四
七
Ａ
の
堆
積
土
か
ら
八
〇
点

今
つ
ち
削
婿

三
〇
占
Ｃ
出
上
し
た
。
Ｓ
Ｄ

一
三
四
七
Ａ
は
、
既
往
の
調
査
で
検
出
し
た
北
流

す
る
溝
で
、
幅
約
五
ｍ
深
さ
○

・
五
―
○

。
人
ｍ
。
東
岸
の
一
部
に
は
護
岸
石

が
施
さ
れ
る
。
最
終
的
に
は
、
幅
約

一
ｍ
深
さ
約
○

・
二
ｍ
の
Ｓ
Ｄ

一
三
四
七

Ｂ
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
Ｃ
期
以
降

の
東
西
溝
Ｓ
Ｄ
四

一
二
六
か
ら
二
点
、
遺
物
包

含
層
か
ら
七
点

の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。

▲

八

石神遺跡第16次調査遺構図
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閑
海
口
□
」

「
＜
於
賦
」

〔有
留
ヵ
〕

⑫
　
。
□
□
□
□
口
汗
弥
手
有
又

□
回

之
弥
手
有

〔子
力
〕

薩
軽

科
緯

庄

息
卦

年
紀
の
あ
る
木
簡
は

一
一
点
あ
り
、
乙
亥
年

（天
武
四
年
、
六
七
五
年
）
か
ら

壬
辰
年

（持
統
六
年
、
六
九
二
年
）
ま
で
の
範
囲
に
収
ま
る
。
コ
ホ
リ
は
全
て

「評
」
で
、
サ
ト
は

「里
」
よ
り

「五
十
戸
」
が
多
い
。
第

一
五
次
調
査
出
土

木
簡
と
同
様
、
七
世
紀
後
半
の
天
武

・
持
統
朝
の
木
簡
が
大
部
分
を
占
め
る
。

仕
丁
制
に
関
わ
る
木
簡
が
多
数
あ
り
、
特
に
三
川
国
の
も
の
が
多
い
。
⑭
例

は
青
見
評

（後
の
碧
海
郡
）、
例
は
穂
評

（後
の
宝
鉄
郡
）
の
仕
丁
に
関
わ
る
。
④

は

「加
牟
加
皮
手
」
と
い
う
技
術
者
の
も
と
、
青
見
評
の
鳥
取
以
下
の
サ
ト
の

仕
丁
が
集
団
を
組
み
、
食
料
を
支
給
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。
「神
久
」
「蔦
取
」

Ｐ
⇔
Φ
×

∞
ｏ
×

ω
　

ｏ
∞
∞

Ｐ
∞
卜
×

］
Ю
×

い
　

ｏ
Ｐ
Ｐ

∞
］
×

］
ｏ
×

∞
　

ｏ
∞
］



「青
見
」
の
下
の
二
文
字
は
、
四
を
参
照
す
る
と

「連
人
」
と
釈
読
で
き
る
か
。

の
と
共
伴
し
て

「桜
井
君
」
「神
久
君
」
「汗
久
皮
ツ
戸
」
な
ど
関
連
す
る
語
句

を
含
む
木
簡
も
出
土
し
た
。
的
は
下
端
を
二
次
的
に
削

っ
て
尖
ら
せ
る
。
本
来

的
に
は
仕
丁
五
日
分
の
米
支
給
帳
簿
で
あ
ろ
う
。
裏
面
は
別
筆
で
和
歌
の
よ
う

な
も
の
を
記
す
。
⑩

「三
川
十
上
君
」
は
、
三
川
国
の
仕
丁

一
〇
人
の
統
率
者
。

第

一
五
次
調
査
出
土
木
簡

「三
野
五
十
上
大
夫
」
（本
誌
第
一
一六
号
①
）
と
あ
わ

せ
、
出
身
国
別
に
仕
丁
が
編
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
荷
札
木
簡
も

三
川
国
の
も
の
が
多
い
。
う
ち
Ｏ
⑬
に
は

「六
斗
」
と
記
し
、
養
米

（後
の
庸

米
）
と
推
定
さ
れ
る
。
養
米
は
仕
丁
な
ど
の
資
養
物
と
し
て
用
い
ら
れ
た
が
、

三
川
国
の
仕
丁
が
追
跡
近
辺
で
活
動
し
て
い
た
こ
と
と
関
連
し
よ
う
。

い

「道
官
」
は
初
出
。
調
査
区
北
側
に
予
想
さ
れ
る
山
田
道
と
関
係
す
る
か
。

②
は
荷
札
木
簡
の
類
で
は
な
い
。
①
は

「
（近
水
）
海
」
と
な
ろ
う
。
⑩
は
後

の
美
濃
国
賀
茂
郡
志
麻
郷
に
比
定
さ
れ
る
。
⑪
役
道
評
は
⑩
依
地
評
と
同
じ
で
、

後
の
隠
岐
国
役
道
郡
の
こ
と
。
⑭
の

「仕
俵
」
は
仕
丁
の
俵
の
意
で
、
養
米
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。
⑮

「竹
田
マ
五
戸
」
は
後
の
若
狭
国
見
方
郡
竹
田
郷
に
あ
た

る
か
。
働
は

「甘
菜
」
の
付
札
で
、
同
溝
か
ら
も
う

一
点
出
土
。
的
は
角
柱
状

の
材
に

『論
語
』
学
而
篤
の
一
節
を
記
す
。
左
辺
は
二
次
的
に
割

っ
て
側
面
に

「大
」
字
を
習
書
す
る
。
の
は

「讃
岐
国
多
度
評
方
田
…
…
」
と
書
か
れ
て
い

た
と
推
定
さ
れ
る
。
鋤
は

「吾
」
字
の
上
か
ら
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
。
②
は
部

姓
を
列
記
し
た
木
簡
。
他
に

「春
宜
マ
」
「秦
マ
」
「犬
甘
マ
」
「竹
田
マ
」
「他

田
マ
」
「大
市
マ
」
な
ど
の
語
句
を
記
し
た
断
片
が
三
点
あ
り
、
の
と
同

一
簡

と
考
え
ら
れ
る
。
別
筆
で

「小
根
」
「赤
根
」
令
根
」
字
は

「養
」
の
可
能
性
も
あ

る
）
と
追
記
さ
れ
て
い
る
が
、
食
料
支
給
時
に
利
用
さ
れ
た
も
の
か
。
表
面
中

行
の

「□
宜
マ
」
は
ソ
ガ
ベ
の
可
能
性
が
あ
る
。
「子
遅
」
は
宇
遅

（宇
治
）。

裏
面
左
行
の

「
五
百
来
マ
」
は
五
百
木
部

（伊
福
部
）。
別
簡
の

「春
宜
マ
」
も

春
日
部
の
表
記
と
し
て
興
味
深
い
。
⑫
は
裏
面
に
も
記
載
が
及
ん
で
い
た
可
能

性
が
高
い
が
、
墨
痕
は
確
認
で
き
な
い
。
①
は

「養
」
と
明
記
し
た
荷
札
。
上

端
は
二
次
的
に
整
形
し
て
尖
ら
せ
る
。
側
は
羽
子
板
状
の
木
製
品
に
二
行
七
文

字
ず
つ
整
然
と
文
字
を
刻
む
。
和
歌
の
可
能
性
も
あ
る
。
⑭
は
月
名
を
省
略
。

①
の
竹
田
サ
ト
は
各
地
に
あ
る
が
、
『延
喜
式
』
で
は
年
料
別
貢
雑
物
と
し
て

柏
を
貢
進
す
る
国
と
合
致
す
る
丹
波
国
氷
上
郡
竹
田
郷
に
あ
た
る
可
能
性
が
高

い
か
。
⑭

「寸
」
は

「村
」
の
省
画
で
、
こ
こ
で
は
サ
ト
の
意
で
使
用
。
０
は

「□
□
□
評
」
と

「大
夫
…
」
は
若
千
行
が
ず
れ
る
た
め
、
「評
大
夫
」
と
は

な
ら
な
い
。
④

「月
立
」
は
月
生

・
月
朔
と
同
義
。
ｍ

「於
賦
」
は
オ
フ
で
白

貝
の
こ
と
。

こ
の
ほ
か
、
木
簡
を
転
用
し
た
定
木

一
点

（Ｓ
Ｄ
〓
一一四
七
Ａ
）、
封
絨
状
木

製
品
二
点

（Ｓ
Ｄ
四
〇
九
〇
堆
積
土
）
も
出
土
し
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
文
化
財
研
究
所

『奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
二
〇
〇
四
』
０
一〇
〇
四
年
）

同

『飛
鳥

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』

一
人
、　
一
九

（一
一〇
〇
四

年
、
一
６

０
五
年
）

（市
　
大
樹
）




